
３月定例会　補正予算一覧� （△は減額）
会　計　名 今回の補正額 総　　　額

一般会計（第７号） △5億7,990万6千円
64億3,239万1千円

一般会計（第８号） 180万円
国民健康保険（第３号） △4,645万3千円 6億1,011万1千円

農業集落排水処理施設事業（第２号） △2,925万1千円 2億5,694万7千円
土地取得（第２号） 14万5千円 1,088万3千円

介護保険（第4号）
保険事業勘定 △1,639万4千円 4億7,154万2千円

サービス事業勘定 △52万9千円 184万8千円
後期高齢者医療（第２号） 478万6千円 6,821万円
宅地造成事業（第３号） △691万8千円 1億3,452万3千円

今回の補正は事業完了に伴う減額補正が主なものです。すべて全員賛成で可決されました。
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一
般
会
計（
第
７
号
）

　
保
健
福
祉
課
の
計
画
書

が
い
く
つ
か
あ
る
が
当
初

予
算
に
比
べ
て
７
割
ほ
ど

減
額
さ
れ
て
い
る
。
ど
う

し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
。

　

見
積
り
は
９
社
、
実
績

な
ど
勘
案
し
５
社
に
決
定

し
て
電
子
入
札
で
行
っ
た
の

で
、
同
様
の
情
報
で
の
入
札

だ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

�

（
第
３
号
）

　
基
金
を
１
５
０
０
万
円

積
み
立
て
、
総
額
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

　

１
億
１
０
０
０
万
円
ほ

ど
に
な
る
。

　
県
で
一
本
化
さ
れ
る
と

村
が
納
付
金
を
払
う
こ
と

に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
最

初
か
ら
保
険
税
は
決
定
さ

れ
基
金
は
い
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

30
年
度
は
激
変
緩
和
措

置
で
本
来
よ
り
安
い
納
付

金
で
よ
い
が
、
今
後
激
変

問答問答問答

緩
和
措
置
前
の
金
額
で
納

付
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
保
険
税
と
繰
入

金
だ
け
で
は
補
え
な
く
な

る
こ
と
を
想
定
し
そ
の
場

合
は
基
金
か
ら
納
付
金
に

充
て
る
よ
う
、
で
き
る
だ

け
税
金
が
増
額
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
考
え
て
い
る
。

農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
事
業

�

（
第
２
号
）

土
地
取
得（
第
２
号
）

介
護
保
険（
第
４
号
）

　
保
険
給
付
費
が
約
９
０�

０
万
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
原
因
は
。

　

居
宅
分
や
施
設
分
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
す
る

方
が
少
な
く
な
っ
た
と
考

え
る
。

　
当
初
の
計
画
よ
り
減
額

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
保
険
給
付
費
が
元
々

問答問

平成29年度 補正予算

総
額64億3,239万1千円になりました。

歳入	 ・法人村民税…………………………１億6,674万円増額
	 ・基金繰入金…………………………2億5,907万円減額
	 ・すこやかセンター整備事業債……5億1,700万円減額
歳出	 ・すこやかセンター管理事業………１億1,201万円減額
	 ・防災設備維持管理事業……………１億9,345万円減額
繰越明許費の設定……………………… ４事業・1億7,374万円
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高
く
設
定
し
て
あ
る
か
ら

余
っ
て
く
る
。
値
下
げ
し

て
も
基
準
額
は
高
い
の
で

な
る
べ
く
住
民
負
担
を
少

な
く
す
る
よ
う
予
算
設
定

し
て
ほ
し
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
今

後
は
給
付
費
が
ふ
え
て
い
く

と
想
定
さ
れ
る
。
季
節
等

に
よ
り
利
用
が
ふ
え
た
り

減
っ
た
り
は
あ
る
が
安
定
的

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
予

算
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

�

（
第
２
号
）

宅
地
造
成
事
業

�

（
第
３
号
）

　
全
体
の
事
業
費
か
ら
分

譲
地
の
売
却
分
を
差
し
引

く
と
ど
の
く
ら
い
の
赤
字

に
な
る
か
。

　

合
計
金
額
で
約
５
億
９ 

０
０
０
万
円
、
分
譲
価
格 

が
約
４
億
１
０
０
０
万
円 

で
、
約
１
億
８
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
赤
字
に
な
る
。

答問答

　

法
律
の
改
正
で
個
人
情
報

の
定
義
が
明
確
化
さ
れ
、
個

人
識
別
符
号
や
要
配
慮
個
人

情
報
が
追
加
に
な
っ
た
こ
と

に
合
わ
せ
、
本
村
の
個
人
情

報
保
護
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

個
人
識
別
符
号
と
は

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
・
指
紋
・
虹

彩
・
手
指
の
静
脈
な
ど
身

体
的
特
徴
を
電
子
計
算
機

の
用
に
供
す
る
た
め
に
変

換
し
た
符
号
。
ま
た
旅
券

番
号
・
基
礎
年
金
番
号
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
住
民
票

コ
ー
ド
等
、
対
象
者
ご
と

に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
役
務
の
利
用
、
商
品

の
購
入
又
は
書
類
に
付
さ

れ
る
符
号
。

個
人
情
報
の
定
義
の

明
確
化

要
配
慮
個
人
情
報
と
は

　

人
種
・
信
条
・
社
会
的

身
分
・
病
歴
・
犯
罪
の
経

歴
・
犯
罪
に
よ
り
害
を

被
っ
た
事
実
そ
の
他
の
情

報
。

　

服
岡
一
時
避
難
所
の
竣
工

に
伴
い
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

避
難
所
の
名
称
及
び
位
置
を

条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

服
岡
一
時
避
難
所
完
成

　

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
自

殺
対
策
計
画
の
策
定
委
員
と

嘱
託
保
育
所
指
導
員
を
条
例

に
追
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
村

長
・
副
村
長
・
教
育
長
・
議

会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　

年
間
の
支
給
率
を
０
・
０ 

５
月
分
引
き
上
げ
、
合
計
支

給
月
数
は
３
・
３
月
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
分
か
ら
変

更
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

非
常
勤
の
特
別
職
を

追
加
し
ま
し
た

三
役
及
び
議
員
の

期
末
手
当
ア
ッ
プ

契
　
約
　
変
　
更

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

�

工
事
の
工
事
費
増
額

工
事
場
所　
松
之
郷
三
丁
目
地
内

契
約
の
金
額　
６
億
７
９
３
２
万
円
を

　
　
　
　
　
　

７
億
２
２
７
６
万
７
３
２
０
円
に
変
更

契
約
の
相
手　

�

青
木
あ
す
な
ろ
・
渡
辺
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

契
約
の
方
法　
元
請
負
人
に
よ
る
随
意
契
約

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事
場
所　
服
岡
八
丁
目
地
内

契
約
の
金
額　
４
億
７
５
２
０
万
円
を

　
　
　
　
　
　

４
億
７
６
２
７
万
２
４
４
０
円
に
変
更

契
約
の
相
手　
名
工
・
佐
藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

契
約
の
方
法　
元
請
負
人
に
よ
る
随
意
契
約

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
仮
称
）服
岡
地
区
津
波
一
時
避
難
所

�

建
設
工
事
の
工
事
費
増
額

服
岡
一
時
避
難
所
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人
事
院
勧
告
に
よ
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
一
般
職
の

職
員
の
勤
勉
手
当
を
０
・
１

月
及
び
給
与
月
額
を
引
き
上

げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
分
か
ら
変

更
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
条
文

整
理
と
、
保
険
税
の
所
得

割
・
資
産
割
の
税
率
を
変
更

し
ま
す
。
ま
た
仮
算
定
で
の

納
付
が
な
く
な
り
、
７
月
か

ら
２
月
ま
で
の
毎
月
、
計
８

回
で
納
付
額
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

　

所
得
割
が
高
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
住
民
負
担

は
増
大
す
る
と
い
う
こ
と

職
員
の
勤
勉
手
当
ア
ッ
プ

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
と
納
期
が
変
更
に

質  

疑

問

に
な
る
の
か
な
ら
な
い
の

か
、
全
体
的
に
は
ど
う
か
。

　

固
定
資
産
が
な
く
所
得

の
あ
る
方
は
負
担
増
、
固

定
資
産
の
あ
る
方
は
負
担

減
、
全
体
的
に
は
１
人
あ

た
り
は
現
状
維
持
と
考
え

て
い
る
。

　
�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

答

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
条
文

整
理
と
、
普
通
徴
収
に
か
か

る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
期
が
７
月
か
ら
２
月
ま

で
の
毎
月
、
計
８
回
で
納
付

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

関
係
条
例

●
飛
島
村
母
子
・
父
子
家
庭

医
療
費
支
給
条
例

●
飛
島
村
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例

●
飛
島
村
障
害
者
医
療
費
支

給
条
例

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主

体
が
都
道
府
県
単
位
と
な
る

た
め
、
愛
知
県
に
も
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
市
町
村

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
期
変
更

愛
知
県
が
運
営
主
体
に

な
り
ま
し
た

の
運
営
協
議
会
の
名
称
を
明

確
化
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

３
年
に
一
度
実
施
す
る
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

に
伴
い
、
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
そ
の

期
間
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
見
込

み
等
を
推
計
し
、
介
護
保
険

介
護
保
険
料
を

見
直
し
ま
し
た

料
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

　

基
準
額
が
値
下
げ
さ
れ

る
が
他
の
自
治
体
と
比
べ

る
と
ま
だ
高
い
。
保
険
給

付
費
が
か
な
り
高
く
見
て

あ
る
の
か
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
む

中
、
給
付
費
を
抑
え
た
計

算
は
ど
こ
の
自
治
体
も
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
少
し
ず
つ
増
加
し

質  

疑

問答

新しい負担率（平成３０年度から）
医療 支援 介護

所得割 2.88% 0.71% 0.82%

資産割 5.87% 1.47% 2.47%

新しい納付月（平成30年度から）
仮算定 本算定

納期月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

期別 － － － 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 －

仮算定はなくなります ７月から２月まで毎月納めていただくことになります
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て
い
く
と
い
う
形
で
計
算

し
て
い
る
。

　

第
６
期
で
は
県
へ
の
借

入
金
の
返
済
が
あ
っ
た
が

第
７
期
は
な
い
。
29
年
度

の
給
付
費
も
減
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

給
付
費
の
設
定
か
。

　

高
齢
化
が
進
み
２
０
２ 

５
年
問
題
と
も
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
持
続
可
能
性

を
維
持
し
た
運
営
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

２
０
２
５
年
問
題
と
は

　

約
８
０
０
万
人
い
る
と

さ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
り
、
超
高

齢
化
社
会
に
突
入
す
る
問

題
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
定
義
を
明
確
に
し
ま
し

た
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問答関
係
条
文
の
整
理

　

地
域
経
済
牽
引
事
業
に
係

る
計
画
を
承
認
す
る
制
度
を

創
設
す
る
と
と
も
に
、
法
律

の
題
名
等
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
条
例
名
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

変
更
前

●
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る

条
例

変
更
後

●
飛
島
村
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成

長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
９
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る

条
例

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

ガ
ス
事
業
法
の
改
正
に
伴

い
、
道
路
占
用
料
条
例
の
引

条
例
名
の
変
更

引
用
条
項
ず
れ
の
改
正

用
条
項
の
ず
れ
を
改
正
し
ま

し
た
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

木
場
に
あ
っ
た
公
民
館
分

館
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
取
り

壊
し
た
こ
と
に
伴
い
、
条
文

の
整
理
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

旧
中
学
校
に
あ
っ
た
南
部

庭
球
場
を
取
り
壊
し
た
こ
と

に
伴
い
、
条
文
を
整
理
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

公
民
館
分
館
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
削
除

南
部
庭
球
場
を
削
除

　

都
市
緑
地
法
に
規
定
す
る

市
民
緑
地
は
都
市
公
園
と
同

等
に
機
能
を
果
た
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
住
民
一

人
当
た
り
の
都
市
公
園
の
面

積
は
市
民
緑
地
が
存
す
る
と

き
は
、
10
㎡
か
ら
そ
の
分
を

控
除
し
た
面
積
以
上
と
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

政
令
の
改
正
に
伴
い
、
非

常
勤
消
防
団
員
に
対
す
る
損

害
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
、

扶
養
親
族
の
加
算
額
を
改
定

し
ま
し
た
。
配
偶
者
よ
り
子

に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

市
民
緑
地
の
面
積
を

都
市
公
園
の
面
積
か
ら

控
除

非
常
勤
消
防
団
員
の

損
害
補
償
基
礎
額
を
改
定

　

保
健
福
祉
課
が
福
祉
課
と

保
健
環
境
課
に
改
編
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境

影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
場
所

が
保
健
環
境
課
に
変
わ
り
ま

す
。
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内

で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。　

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

 

縦
覧
場
所
が
保
健
環
境
課

に
変
わ
り
ま
す

庭
球
場
は
駐
車
場
に

左：保健環境課� 右：福祉課

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
あ
っ
た
所


